近畿ブロック社協　能登半島地震社協支援チーム
２０クール日報（４月９日～４月１５日）
	報告日
天気
	4月13 日（土）
晴れ（　気温：6～20°）
	報告者
	京都市西京区社協　小山
※チームメンバー敬称略

	ボラセンの場所
	七尾市文化センター

	メンバー

	近ブロ20クール:青木、北村、越智、小阪、平川、武重、藤澤、村上、立川、荒井、前川
　　　　　　　　小山
※関東ブロック5名(神奈川県)

	（主な日程）
	7:15 宿舎出発
8:00 七尾市文化センター着
ボランティア受け入れ準備
 8:25 朝礼
8:30 ボランティア受付
8:45 全体オリエンテーション
9:40 マッチング開始
11:00 ボランティア送り出し完了
ニーズ受付
現地調査
ボランティア活動調整（アポ取り）等
12:00 本部で活動者報告受付（順次対応）
15:00 ボランティア見送り
　　　明日のマッチング（オリテ準備）
	<本部以外の動き>
・仮仮置場 希望の丘テニス場閉所。
・関ブロ2名ポスティング活動に同行。
・今後の対策ミーティング
七尾市社協：直課長、谷口氏
七尾市：高木氏
支援Ｐ：津布久氏
関Ｂブロ：渡辺氏
近ブロ：小山

	
	17:00 終礼
17:30 残務整理、翌日の準備
18:30 活動終了

	報告事項

	●VCの状況　V140名（テント村98名、県V37名、運転V5名）
　現地調査13件（うち一般13件、技術系0件）
　ニーズ対応16件（うち完了16件、継続0件）
　ニーズ残400件（キントーン数値）
●マッチング担当
・早く活動が終わった班があり、センター内の清掃を依頼。
・注射器が指に刺さったVがおり、報告書にて判明。こちらから本人に連絡を取り、症状等何かあった場合はボランティア保険での対応になることを伝えた。
●受付・資材担当
・現在の使用枚数等の総数を確認（使用:F103、ＸＸＬ28、洗濯:F70、ＸＸＬ0）
●現地調査担当
・災害ＶCo1名、丸亀市6名、自治労2名、県内社協3名、関ブロ2名、近ブロ3名の17人体制で実施。
●ポスティング担当
・V2名、運転ボラ2、関ブロ2で実施。
●仮仮置き場担当
・V37名活動。仮置き場待ち時間なし。
・仮仮置き場、本日希望の丘テニス場閉所。明日より田鶴浜コミュニティセンターにて開設。
・仏壇の持ち込みがあった。原則、仏壇は持ち込み不可。

	今後の主な予定
	・明日からニーズの掘り起こしにかかる、聴き取り調査を実施予定。
・ニーズの掘り起こし（ポスティング、聴き取り調査（避難所以外））の担当（ローラー班）を関ブロBが担当することとなった。

	調整課題・所感等
	・聴き取り調査に向けたミーティングを実施。以下、協議事項。
１．高木氏よりボランティア活動の受入れ範囲を納屋、倉庫、空き家を含めることになったことが共有された（※多少変更の可能性あり）。
（１）受付基準は原則として①立ち合い必須②一般廃棄物のみ、産業廃棄物（農機具等）NG③今回の災害で発生した廃棄物であること。 
　（２）納屋、倉庫については、①敷地内であること②農機具等（産業廃棄物）の搬出は不可。
　（３）空家については、電気・水道・ガスなどライフラインが通っておる（契約中）であること。中には1年に1度など帰ってきてライフラインを契約するケースもあり、その場合は対応可。
　（４）チラシ完成次第、ポスティングのチラシを変更する。

２．避難所の聞き取り調査について、実施目的の再確認と実施方法・実施者等について協議。
明日新しいクールメンバー（関ブロ、近ブロ）を交え再協議することとなった。
・地元社協、支援P、関ブロとの協議を継続し、被災者中心の災ボラ運営を目指し、引き継いでいきたい。

	その他
	・支援P津布久氏17日まで。



